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　ウィルス対策ソフトが自らシステム障害を起こす（2005-04-23），不正アクセスを受けサイ
トを一時閉鎖する（2005-05-16）ような「情報社会における脆弱性にかかわる研究動向」が特
集で，編集を村瀬一郎にお願いした．
　小野厚夫の労作「情報という言葉を尋ねて」は最終回．本学会設立時まできた．編集子が
勤務していた計数工学科創設の折，米国のU-2偵察機が中国上空を侵犯し，情報工学科はス
パイ学科かと疑われ，（計測と数理から）計数工学に落ち着いたことを思い出す．
　その計数の卒業生の書く記事が今月も多い．携帯からのメイル入力が代表事例の「少数キ
ーによる入力─ユニバーサルな言語コミュニケーションを目指して─」は田中久美子による．
いろいろあるね．SHKはcatとratで同じキー入力列なのが面白かった．こういう方式，デザ
イナー以外にも使えるのか心配だ．
　清水康敬による「学習対象メタデータ（LOM）付与による教育用コンテンツの共有と流通」
はe-Learningのための教材をネット上で探すためのメタデータの話だ．さっそくNIMEと
LOMでググり，大学の専門分野で計算工学を見てみた．きちんと登録せぬせいか限られた
大学のシラバスしか見られなかった．公開教材ではMITのOpenCourseWareが有名だが，日
本でも5月，オープンコースウェア連絡会が発足した．→  http://www.jocw.jp/

　Webサービスは「Webサービスの本格的な活用と普及に向けて」（大場みち子）．サービス
である以上，品質保証や課金を考えなければならぬ．今回はそれが話題になる．
　尾上能之が当番のHaskellプログラミング「数当てゲームを解く」ではプログラムの
例によく使われるMOOを取り上げた．本連載のプログラムはhttp://www.sampou.

org/haskell/ipsj/から取れる．処理系を入手し，手元でも走らせてみてほしい．
　組込みソフトの連載「組込みソフトウェア特性に基づくプロジェクト構築」（野中誠）には
日本の組込みソフトのバグ密度が格段にすばらしく書いてあるが本当か．編集子密かに思え
らく，組込みソフトはぎゅんぎゅんにチューンするので，そこが難しい最大要因であると．
　アメリカ ITまわりの話題は藤崎哲之助の書く「商品が過去を語る日」だ．日本でもいろい
ろなアプリが提案されているが，やはりアメリカは1歩も2歩も進んでいると感心する．で
もチップを体内に入れるのはどうもね．この点では進まぬ方に1票．
　名著名論では増井俊之がShneidermanのユーザインタフェースの本，三宅なほみが
Newell, SimonのHuman Problem Solvingを論じた．Newellなら人工知能や認知科学用に
設計された IPL-V （Information Processing Language-V）が懐かしい．Lispの親となる言語だ．

プロシンのロゴ はNassi Shneidermanチャートが親．NSチャート，最近見ない．

　電子認証は「電子認証の苦悩（1）」（櫻井三子，木村泰司）で，簡単に説明すれば（本文も
読んでね）フィッシングをどう見破るかである．要はなにかいわれても徒や疎かに信用せぬ
ことだ．「エラーが発生しました．報告しますか」と画面に．中国語ではないが（無視）2．
　印哲梵文学科を出て僧侶になった友人に禅問答をよく聞かされた．情報技術と医療で廣
瀬康行は「般若心経 メタモデリング的抄註」論を展開す．法話の域を飛び出し，般若心経の
観念でメタモデリングを解釈せんとする試みだ．摩可不思議，申し訳ないがよくわからず．
　日本の IT事情は4月から国立情報学研究所の所長の坂内正夫が「日本の IT研究開発のし
きり直し」を書く．例によってこの分野に進学する学生が減ったと嘆く．夢よもう一度のた
めにしきり直し（動詞），最先端（教育）研究情報基盤の形成が課題という．（咊）
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